
「耐震構造の父」と呼ばれる
建築構造技術者・建築構造学者 1886年～

　1970年

やまなしの
偉人たち
第1話

　
昭
和
32（
１
９
５
７
）年
春
、
70
歳

で
早
稲
田
大
学
教
授
を
定
年
退
職
し

た
内
藤
多
仲
の
も
と
に
、
驚
く
よ
う

な
設
計
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
。
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
の
３
２
４
ｍ
を
凌
ぐ
、
世

界
一
高
い
電
波
塔
の
設
計
で
あ
っ

た
。

　
そ
の
頃
、
す
で
に
内
藤
は
〝
塔
博

士
〞
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
数
多
く
の
鉄

塔
の
設
計
を
手
が
け
て
い
た
。
大
正

14
（
１
９
２
５
）
年
に
、
愛
宕
山
放

送
局
の
鉄
塔
（
２
基
、
45
ｍ
）
を
設

計
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
約
60
基
の

ラ
ジ
オ
塔
を
設
計
。
昭
和
29
（
１
９

５
４
）年
に
は
、設
計
を
手
が
け
た
、

わ
が
国
初
の
テ
レ
ビ
塔
で
あ
る
名
古

屋
テ
レ
ビ
塔
（
１
８
０
ｍ
）
が
竣
工

し
た
。
し
か
し
、
新
た
に
依
頼
さ
れ

た
電
波
塔
は
、
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
を

１
５
０
ｍ
以
上
も
上
回
る
高
さ
だ
っ

た
。

　
日
本
で
高
い
塔
を
建
て
る
際
、
最

も
問
題
と
な
る
の
が
台
風
と
地
震
で

あ
る
。
内
藤
自
身
、
東
京
タ
ワ
ー
の

設
計
に
当
た
り
「
こ
の
大
工
事
が
不

可
能
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
ご
承

知
の
よ
う
に
日
本
は
世
界
の
ど
こ
の

国
よ
り
も
条
件
が
悪
い
、
そ
れ
だ
け

に
独
特
の
構
造
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い

る
。

　
風
は
最
上
部
で
毎
秒
90
ｍ
の
風
速

（
当
時
の
最
大
瞬
間
風
速
は
室
戸
台

風
の
60
ｍ
）
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
地
震
に
対
し
て
は
、
関
東

大
震
災
の
２
倍
の
規
模
の
地
震
に
も

耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
し
た
。
こ

う
し
た
設
計
上
の
工
夫
を
施
し
な
が

ら
も
、
使
用
す
る
鉄
材
は
エ
ッ
フ
ェ

ル
塔
の
半
分
以
下
に
抑
え
た
。「
耐

震
構
造
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
内
藤
の

面
目
躍
如
と
い
え
る
。

　
当
時
は
ま
だ
計
算
機
の
な
い
時
代
。

内
藤
は
計
算
尺
だ
け
を
頼
り
に
、
構

造
計
算
に
数
カ
月
を
費
や
し
、
作
成

し
た
設
計
図
は
数
千
か
ら
１
万
枚
に

及
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
す
べ

て
の
工
事
が
完
了
し
た
時
に
「
今
ま

で
肩
に
の
し
か
か
っ
て
い
た
重
荷
が

ほ
ぐ
れ
た
よ
う
な
安
ら
ぎ
の
気
持
ち

で
、
し
ば
し
瞑
目
し
て
感
激
に
ひ
た

っ
た
」
と
後
に
語
っ
て
い
る
。

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
数
多

く
の
建
築
物
の
構
造
設
計
を
手
が
け

て
き
た
内
藤
だ
が
、
今
も
な
お
多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ
る
東
京
タ
ワ
ー

は
、
彼
に
と
っ
て
も
生
涯
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
な
っ
た
。

半
分
の
鉄
材
で

台
風
や
地
震
に
耐
え
る

60
以
上
も
の
鉄
塔
を

設
計
し
た〝
塔
博
士
〞

内藤多仲
ゆかりの地

東
京
タ
ワ
ー
、
大
阪
通
天
閣
、
名
古
屋
テ
レ
ビ

塔
、
さ
っ
ぽ
ろ
テ
レ
ビ
塔…

。
各
都
市
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
鉄
塔
。
設
計
は
す
べ

て
南
ア
ル
プ
ス
市
出
身
の
内
藤
多
仲
で
あ
る
。

名古屋テレビ塔
高さ180ｍ
（1954年完成）

東京タワー
高さ333m
（1958年完成）

さっぽろテレビ塔
高さ147m
（1957年完成）

大阪通天閣（二代目）
高さ103m
（1956年完成）

内藤多仲
ない とう た ちゅう

東
京
タ
ワ
ー
の
設
計
者
は

山
梨
生
ま
れ
の
内
藤
多
仲 ©早稲田大学理工学研究所©早稲田大学理工学研究所

櫛形中学校 （南アルプス市小笠原）
南アルプス市立櫛形中学
校の正門前に、地元出身
の内藤の胸像がある。昭
和39（1964）年、 旧櫛形
町の町制10周年を記念
して建てられた。同校の
校訓は内藤の言葉「高登
彼岸」（志を高く持ち、理
想の境地に至る）である。

明治19（1886）年…中巨摩郡榊村（現・南アルプス市）
曲輪田（くるわだ）の農家に生まれる。
地元の尋常高等小学校、県立山梨県第一中学校（在学中
に山梨県中学校から改称、現・甲府第一高校）、東京の第
一高等学校を経て東京帝国大学（現・東京大学）に進学。
明治43（1910）年…同大学建築学科卒業。大学院に進
み耐震構造を研究。
明治45（1912）年…早稲田大学教授となる。内藤が考
案した“耐震壁理論”は、関東大震災でその有効性が実
証され、その後の耐震構造設計の指針となった。
昭和45（1970）年…84歳で永眠。

プロフィール

山梨県中学校 （甲府市）

明治32～37（1899～1904）年に内藤が通った
山梨県中学校（在学中に県立山梨県第一中学校へ
改称、現・甲府第一高校）。当時は山梨県の最高
学府で５年制だった。内藤は後に旧体育館の設計
を手がけた。

円宝寺 ［本堂］ （南アルプス市曲輪田）

生家近くにある内藤家の菩提寺。山梨県中学校に
進学して間もなく、母親を亡くした内藤は、帰郷
のたびに墓参した。鉄筋コンクリートでできた現
在の本堂（写真）は内藤の設計・施工によるもので、
昭和37（1962）年に内藤が寄進した。

塔
博
士
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〈記事監修〉山梨大学 教育人間科学部教授  齋藤康彦


